
3． 福島県沖に原発事故放射能汚染水を流すな。政
府がどうしてもトリチウム水を流したいのは、核燃料サ

イクル再処理のため。

14:30～15:00 報告 川根眞也



福島第一の「処理水」海水で薄
めて、福島県沖1km先で海洋放出



東京電力 2022年4月25日から
海底掘削開始



東海村の再処理施設では、トリ
チウムを福島第一の「処理水」
の5倍以上を茨城県沖に放出



環境省が2013年に作った
トリチウムに関する資料

福島第一のトリチウムが0.8PBq
フランス、ラ・アーグが2010年出したのが10PBq、イギ
リス、セラフィールドが2010年出したのが1.4PBqと。



環境省が2018年に作った
トリチウムに関する資料

カナダのCANDU炉ピッカリング原発が2015年出したトリ
チウムが0.907PBq
韓国、月城（ウォルソン）原発が2015年出したのが
0.136PBq ※CANDU炉とは減速材、冷却剤に重水を使う。
結果、トリチウムが大量に出る。



核燃料の再処理、プルトニウム抽出で
は、大量のトリチウムが放出される

「トリチウムの環境動態 阪上正信
核融合研究 第54巻第5号1985年11月
解説 より」

内部被ばくを考える市民研究会資料

2013年8月23日

http://www.radiationexposuresociety
.com/archives/3434



「トリチウムの環境動態 阪上正信
核融合研究 第54巻第5号1985年11月

解説 より」
 全地球で宇宙線によってつくられるト
リチウムは平衡全存在量は約1110PBq
（ペタベクレル）。

 将来プラズマ核融合実現のさいの1サイ
ト内の取扱い量はこれに匹敵する。

 全220Mt（メガトン）規模の核分裂爆発
により約5.5PBq（ペタベクレル）とさ
れている

 過去の核実験の核分裂と核融合による
トリチウムの生成量は約240,500PBq



「トリチウムの環境動態 阪上正信 核融合研
究 第54巻第5号1985年11月 解説 より」

1pCi（ピコキュリー）／L＝0.037ベ
クレル／L。

10000pCi /L ＝ 370ベクレル／L
1000pCi /L ＝ 37ベクレル／L
100pCi /L ＝ 3.7ベクレル／L

1963年の核実験最盛期には雨のトリ
チウム濃度は370ベクレル／Lを超え
た。



「トリチウムの環境動態 阪上正信 核融合研
究 第54巻第5号1985年11月 解説 より」

 原子炉では、100万KWのPWR原子炉で年
間約0.030PBq（ペタベクレル）足らず
であり，BWR軽水炉ではこれより少ない。
しかし重水炉では多量のトリチウムが
生成し，100万KW重水炉では年間
66.6PBq（ペタベクレル）に達する。

 再処理工場において核燃料の切断，溶
解のさいそれから出たトリチウムは，
例えば湿式Purex法処理ではその約1／3
～1／4が水蒸気となって放出され,他は
液体廃棄物となる。



福島第一原発でトリチウム水を
放出できないと……

世界の原発のうち、CANDU炉などの重
水炉が使用停止せざるを得ない。

核燃料の再処理、プルトニウム抽出
を停止しなくてはならない。

核融合発電計画を中止しなくてはな
らない。

それほど、重水炉、再処理、核融合
はトリチウムを放出している。



福島第一原発の「処理水」の海
洋放出の意味するもの

① トリチウム水だけになったとして
も、トリチウムはDNAと結びつきやすい
放射能であり、生物、または生物濃縮
されて人体に帰ってきたときの健康被
害は測りしれない。



福島第一原発の「処理水」の海
洋放出の意味するもの

① トリチウム水だけになったとして
も、トリチウムはDNAと結びつきやすい
放射能であり、生物、または生物濃縮
されて人体に帰ってきたときの健康被
害は測りしれない。



国連科学委員会1977年
報告 ANNEX H 375 
376 377 トチリウム
水によるヒトリンパ球
の染色体異常の誘導



低レベル・トリチウムの遺伝的効果について
特に染色体異常を中心に 堀雅明 中井斌

保健物理 1976年



福島第一原発の「処理水」の海
洋放出の意味するもの

② 福島第一原発の「処理水」はウラン
もプルトニウム239もストロンチウム90も
微量とは言え、含んでいる。ラ・アーグ
（仏）、セラフィールド（英）などの再
処理工場付近の住民の白血病が増加して
いることを考えるべき。同じことを福島
でやろうとしている。

「処理水」であろうと、福島県沖で海洋
放出すべきではない。


